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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のビット数のデータ信号と、フラグ信号と、同期信号とから成る所定の数のバース
ト信号から成る無線ブロックについてパケット通信を行なう際
に、１以上の該無線ブロックを１単位として前記データ信号のインタリーブを行なうイン
タリーブ方法において、
　送信側は、４及び８を除き、前記所定の数の倍数であって前記無線ブロックが有するデ
ータ信号の総ビット数の約数である値の中から、前記１単位におけるバースト信号の個数
であるバースト長を選択して、該バースト長を受信側に送信し、
　前記送信側は、前記バースト長と、前記総ビット数を該バースト長で割った数とに基づ
いてインタリーブを行なって、インタリーブしたデータを前記受信側に送信し、
　前記受信側は、前記送信側から送信された前記バースト長で前記総ビット数を割った数
と、該バースト長とに基づいて前記インタリーブしたデータのデインタリーブを行なうこ
とを特徴とするインタリーブ方法。
【請求項２】
　所定のビット数のデータ信号と、フラグ信号と、同期信号とから成る所定の数のバース
ト信号から成る無線ブロックについて、パケット通信を行なう際に、１以上の該無線ブロ
ックを１単位として前記データ信号のインタリーブを行なうインタリーブ方法において、
　送信側は、送信する無線ブロックのバースト信号の総数が、前記所定の数の倍数であっ
て前記無線ブロックが有するデータ信号の総ビット数の約数である値でない場合には、前
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記データ信号について複数のインタリーブを行うことを決定し、前記所定の数の倍数であ
って前記無線ブロックが有するデータ信号の総ビット数の約数である値の中の幾つかの値
の和が、前記バースト信号の総数と等しくなるように、幾つかの値を選抜し、該幾つかの
値を全て、前記１単位における、それぞれのインタリーブに対応するバースト信号の個数
であるバースト長として受信側に送信し、
　前記送信側は、前記バースト長と、前記総ビット数を該バースト長で割った数とに基づ
いてインタリーブを行なって、インタリーブしたデータを前記受信側に送信し、
　前記受信側は、前記送信側から送信された前記バースト長で前記総ビット数を割った数
と、該バースト長とに基づいて前記インタリーブしたデータのデインタリーブを行なうこ
とを特徴とするインタリーブ方法。
【請求項３】
　インタリーブ前のバースト信号の各ビットのうち、少なくとも１ビットは、インタリー
ブ後の全てのバースト信号に割り当てることができるように、前記バースト長の最大値を
制限する請求項２に記載のインタリーブ方法。
【請求項４】
　インタリーブを行なうためデータ信号の総ビット数が通信バッファ容量を越えない値に
前記バースト長の最大値を制限する請求項２又は３に記載のインタリーブ方法。
【請求項５】
　前記送信側と前記受信側との間の伝送遅延時間が許容される時間内となるように前記バ
ースト長の最大値を制限する請求項２乃至４のいずれか１項に記載のインタリーブ方法。
【請求項６】
　前記送信側は、インタリーブしたデータを送信する前に前記受信側に送信される制御情
報に前記バースト長を格納して該制御情報を送信し、前記受信側は、前記制御情報に格納
された前記バースト長に基づいて、インタリーブしたデータをデインタリーブする請求項
２乃至５のいずれか１項に記載のインタリーブ方法。
【請求項７】
　前記送信側は、前記バースト誤りの減少の効果に応じて、前記幾つかの値を選別する請
求項２乃至６のいずれか１項に記載のインタリーブ方法。
【請求項８】
　前記送信側は、送受信するデータの種類に応じて、前記幾つかの値を選別する請求項２
乃至７のいずれか１項に記載のインタリーブ方法。
【請求項９】
　前記送信側は、送受信の電波伝播特性に応じて、前記幾つかの値を選別する請求項２乃
至８のいずれか１項に記載のインタリーブ方法。
【請求項１０】
　前記所定の数が４である請求項２乃至９のいずれか１項に記載のインタリーブ方法。
【請求項１１】
　１つの無線ブロックにおけるデータ信号のビット数が４４８ビットである請求項２乃至
１０のいずれか１項に記載のインタリーブ方法。
【請求項１２】
　前記送信側は、１つの無線ブロックにおけるデータ信号のビット数が４４８＋４ｎビッ
ト（ｎは自然数）であった場合には、インタリーブを行なう前に、前記データ信号のビッ
ト数が４４８ビットとなるようにパンクチャド符号化によって前記データ信号のビット数
の調整を行ない、調整されたデータ信号でインタリーブを行なう請求項２乃至１１のいず
れか１項に記載のインタリーブ方法。
【請求項１３】
　前記送信側は、前記調整により、インタリーブされなかった４ｎビットのデータ信号を
前記フラグ信号とし、該フラグ信号に前記バースト長を示す情報を格納して、該フラグ信
号とインタリーブ後のデータとを前記受信側に送信する請求項１２に記載のインタリーブ
方法。
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【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、携帯電話をはじめとする移動体通信のパケット通信に適用されるインタリーブ
方法であって、特に、ＧＳＭ（移動通信用広域システム（Global System for Mobile Com
munications））方式携帯電話のパケット通信であるＧＰＲＳ（汎用パケット無線サービ
ス（General Packet Radio Service））に適用されるインタリーブ方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、携帯電話は音声通話機能を主体としたものであったため、携帯電話の通信網は回線
交換網を基本に構成されており、データ通信時でも回線交換の利用に甘んじていた。
【０００３】
しかし現在、携帯電話の通信網は、インターネットの普及に伴い、データ通信機能やマル
チメディアの機能を取り入れたものへと進化している。最近では、携帯電話のデータ通信
は、国内ではｉモード、海外では汎用パケット無線サービス（以下、ＧＰＲＳ）と呼ばれ
るパケット交換を利用したパケット通信の通信網に移行しつつある。
【０００４】
また、携帯電話におけるデータ通信では、バースト誤りを減少させる目的で、チャネルコ
ーディングの処理においてインタリーブを実施している。図４は、チャネルコーディング
処理を行なう送信側処理部の構成を示すブロック図である。この処理部は、誤り訂正符号
化部１０１と、誤り訂正符号化部１０２と、パンクチャド符号化処理部１０３と、インタ
リーブ部１０５とから構成される。誤り訂正符号化部１０１は、パケットデータブロック
をブロック符号化して出力する。誤り訂正符号化部１０２は、誤り訂正符号化部１０１か
ら出力されたデータを畳み込み符号化して出力する。パンクチャド符号化処理部１０３は
、誤り訂正符号化部１０２から出力されたデータをパンクチャド符号化（間引き）して出
力する。インタリーブ部１０５は、パンクチャド符号化処理部１０３から出力されたデー
タをインタリーブして出力する。
【０００５】
回線交換を利用したデータ通信では、通信チャネルが一度確立されると、その通信チャネ
ルが切断されるまで回線は接続した状態で維持される。そのため、回線交換を利用したデ
ータ通信では、基本的にバースト信号の連続性は保証される。この場合、インタリーブの
バースト長は、第１にバースト誤りの減少の効果、第２にインタリーブの対象となるデー
タ信号の総ビット数の約数、第３にインタリーブに要する通信バッファ容量、第４に送受
信間で許容される伝送遅延時間、第５に音声データや映像データ等の通信データの種類、
第６にフェージング等の電波伝播特性などを考慮して決定されている。例えば、ＧＳＭ方
式携帯電話のデータ通信におけるフルレート４．８ｋｂｉｔ／ｓ、９．６ｋｂｉｔ／ｓ、
１４．４ｋｂｉｔ／ｓでは、インタリーブのバースト長は１９となっている。
【０００６】
一方、パケット交換機を利用したパケット通信では、通信チャネルは他の通信と時分割で
共有されるため、バースト信号の連続性は必ずしも保証されていない。このようなパケッ
ト通信では、所定の数（ＧＰＲＳでは４）のバースト信号から構成される１つの無線ブロ
ックを基本単位として、所定の数のバースト信号を用いてインタリーブを実施している。
【０００７】
図５は、ＧＳＭ方式携帯電話における無線ブロックのデータ構成を示すブロック図である
。図５に示すように、このデータは、幾つかの無線ブロックから構成される。図５には、
無線ブロック１～３が図示されている。各無線ブロック１～３は、それぞれ連続する４つ
のバースト信号から構成されている。各バースト信号は、２つのデータ信号と２つのフラ
グ信号と同期信号とから構成されている。
【０００８】
図５に示す無線ブロックでインタリーブの対象となるのは、データ信号だけであり、フラ



(4) JP 4336809 B2 2009.9.30

10

20

30

40

50

グ信号および同期信号はインタリーブの対象とはならない。データ信号のインタリーブの
バースト長を４とすると、データ信号▲１▼～▲８▼を１つにまとめたうえでインタリー
ブが行われる。
【０００９】
なお、ＧＳＭ方式携帯電話では、前記でインタリーブされたデータ信号は、さらに各々の
バースト信号内で所定の規則により並び換えが行われ、２次元的なインタリーブを構成し
ている。
【００１０】
図６は、上述のようにインタリーブを行なうバースト長を４とした場合のインタリーブの
方法を示す図である。各無線ブロックのデータ信号の総ビット数は４４８であるとし、無
線ブロック２の各バースト信号のデータ信号のビット数は、それぞれ１１２ビットである
とする。各無線ブロックにおけるデータ信号のデータ列をＹ（０～４４７）とすると、デ
ータ信号を０から順番に列方向にマトリックス状のメモリ等に書き込んでいく。そして、
無線ブロックのデータがそのメモリに書き込まれると、そのメモリを行方向に読み出して
いく。このようにしてインターリーブが実行される。したがって、インタリーブ後のｎ番
目のバースト信号に割り当てられるデータ列Ｙは、Ｙ＝４ｍ＋（ｎ－１）と表現すること
ができる（ただし、ｍ＝０～１１１、ｎ＝１～４）。パケット通信では、前述のバースト
信号の連続性が保証されていないため、パケット通信におけるインタリーブのバースト長
（４）は、無線ブロックのバースト信号の数（４）と一致している必要がある。
【００１１】
一方、ＧＰＲＳのチャネルコーディング処理は、タイプ１～タイプ４の４種類がある。タ
イプ１では、ビット長４０のファイア符号と呼ばれるバースト誤り訂正符号が採用され、
タイプ２、タイプ３、タイプ４では、別の種類のビット長１６の誤り訂正符号が採用され
、それぞれのタイプによって送受信される通信データのタイプが異なっている。そのため
、タイプ２、タイプ３、タイプ４は、タイプ１に比べ、バースト誤りに対して弱いという
問題がある。バースト長を長くすることによって、バースト誤りの発生は低減化するが、
ＧＰＲＳに代表される携帯電話等の移動体通信におけるパケット通信で行なわれるインタ
リーブのバースト長は４で固定となっているため、バースト長を長くしてバースト誤りを
低減化することができなかった。
【００１２】
以上述べたように、ＧＰＲＳに代表される携帯電話等の移動体通信におけるパケット通信
で行なわれるインタリーブのバースト長は固定となっており、バースト長を調整すること
によってバースト誤りを低減化することができないというという問題があった。
【００１３】
【発明が解決しようとする課題】
以上述べたように、ＧＰＲＳに代表される携帯電話等の移動体通信におけるパケット通信
で行なわれるインタリーブのバースト長は固定となっているため、バースト長を調整する
ことによって、バースト誤りを低減化することができないという問題があった。
【００１４】
本発明は、バースト誤りを低減化することができるインタリーブ方法を提供することを目
的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するために、本発明のインタリーブ方法では、所定のビット数のデータ
信号と、フラグ信号と、同期信号とから成る所定の数のバースト信号から成る無線ブロッ
クについてパケット通信を行なう際
に、１以上の該無線ブロックを１単位として前記データ信号のインタリーブを行なうイン
タリーブ方法において、送信側は、４及び８を除き、前記所定の数の倍数であって前記無
線ブロックが有するデータ信号の総ビット数の約数である値の中から、前記１単位におけ
るバースト信号の個数であるバースト長を選択して、該バースト長を受信側に送信し、前
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記送信側は、前記バースト長と、前記総ビット数を該バースト長で割った数とに基づいて
インタリーブを行なって、インタリーブしたデータを前記受信側に送信し、前記受信側は
、前記送信側から送信された前記バースト長で前記総ビット数を割った数と、該バースト
長とに基づいて前記インタリーブしたデータのデインタリーブを行なうことを特徴とする
。
【００１６】
　本発明のインタリーブ方法では、４及び８を除き、前記所定の数の倍数であって前記無
線ブロックが有するデータ信号の総ビット数の約数である値の中から所定の状況に応じた
値をバースト長とすることによって、バースト信号の連続性が保証されていない移動体通
信のパケット通信においても、バースト信号方向のインタリーブの長さを動的かつ適応的
に可変することができるため、状況に応じてバースト長を変更してバースト誤りを低減化
することができる。
【００１７】
　また、本発明のインタリーブ方法では、所定のビット数のデータ信号と、フラグ信号と
、同期信号とから成る所定の数のバースト信号から成る無線ブロックについて、パケット
通信を行なう際に、１以上の該無線ブロックを１単位として前記データ信号のインタリー
ブを行なうインタリーブ方法において、送信側は、送信する無線ブロックのバースト信号
の総数が、前記所定の数の倍数であって前記無線ブロックが有するデータ信号の総ビット
数の約数である値でない場合には、前記データ信号について複数のインタリーブを行うこ
とを決定し、前記所定の数の倍数であって前記無線ブロックが有するデータ信号の総ビッ
ト数の約数である値の中の幾つかの値の和が、前記バースト信号の総数と等しくなるよう
に、幾つかの値を選抜し、該幾つかの値を全て、前記１単位における、それぞれのインタ
リーブに対応するバースト信号の個数であるバースト長として受信側に送信し、前記送信
側は、前記バースト長と、前記総ビット数を該バースト長で割った数とに基づいてインタ
リーブを行なって、インタリーブしたデータを前記受信側に送信し、前記受信側は、前記
送信側から送信された前記バースト長で前記総ビット数を割った数と、該バースト長とに
基づいて前記インタリーブしたデータのデインタリーブを行なうことを特徴とする。
【００１８】
本発明のインタリーブ方法では、無線ブロックのバースト信号の数の倍数であって、無線
ブロックが有するデータ信号の総ビット数の約数である値の中から幾つかの値をバースト
長として選択し、その幾つかのバースト長を組み合せてインタリーブを行なうことができ
るため、任意の数の無線ブロックについてインタリーブを実行することができる。
【００１９】
【発明の実施の形態】
次に、本発明の実施形態のインタリーブ方法について図面を参照して詳細に説明する。
【００２０】
（第１の実施形態）
まず、本発明の第１の実施形態のインタリーブ方法について説明する。本実施形態のイン
タリーブ方法では、インタリーブのバースト長を可変とする。そのバースト長は、１つの
無線ブロックのデータ信号の総ビット数の約数であって、１つの無線ブロックが有する各
バースト信号の数の倍数の中から決定される。つまり、１つの無線ブロックのデータ信号
の総ビット数が４４８ビットであり、無線ブロックのバースト信号の数が４であるとする
と、インタリーブのバースト長は、４、８、１６、２８、３２、５６、６４、１１２、２
２４、４４８のいずれかとなる。
【００２１】
図１は、本実施形態のインタリーブ方法を示す図である。図１の無線ブロックは、４つの
バースト信号を有する。したがって、図１の無線ブロックを有するインタリーブ方法のバ
ースト長は４の倍数となる。
【００２２】
図１（ａ）には、インタリーブのバースト長が４のときのインタリーブの処理の様子が示
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されている。前述のように、インタリーブのバースト長が４であるときには、インタリー
ブに要するバースト信号の数は４となり、インタリーブに要する無線ブロックの数は１と
なる。つまり、この１つの無線ブロックがインタリーブの最小単位となる。本実施形態の
インタリーブ方法では、インタリーブの最小単位である無線ブロックを複数組み合せるこ
とにより、インタリーブのバースト長を変更する。
【００２３】
図１（ｂ）には、インタリーブのバースト長が８のときのインタリーブの処理の様子が示
されている。インタリーブのバースト長が８であるときには、インタリーブのバースト長
と無線ブロックのバースト信号の数とを一致させる必要があるため、インタリーブに要す
るバースト信号の数は８となり、インタリーブに要する無線ブロックの数は２となる。各
無線ブロックにおけるデータ信号のデータ列をＹ（０～４４７）とすると、インタリーブ
後のｎ番目のバースト信号に割り当てられるデータ列Ｙは、Ｙ＝８ｍ＋（ｎ－１）と表現
することができる（ただし、ｍ＝０～５５、ｎ＝１～８）。
【００２４】
図１（ｃ）には、インタリーブのバースト長が１６のときのインタリーブの処理の様子が
示されている。インタリーブのバースト長が１６であるときには、インタリーブに要する
バースト信号の数は１６となり、インタリーブに要する無線ブロックの数は４となる。各
無線ブロックにおけるデータ信号のデータ列をＹ（０～４４７）とすると、インタリーブ
後のｎ番目のバースト信号に割り当てられるデータ列Ｙは、Ｙ＝１６ｍ＋（ｎ－１）と表
現することができる（ただし、ｍ＝０～２７、ｎ＝１～１６）。
【００２５】
図１（ｄ）には、インタリーブのバースト長が２８のときのインタリーブの処理の様子が
示されている。インタリーブのバースト長が２８であるときには、インタリーブに要する
バースト信号の数は２８となり、無線ブロックの数は７となる。各無線ブロックにおける
データ信号のデータ列をＹ（０～４４７）とすると、インタリーブ後のｎ番目のバースト
信号に割り当てられるデータ列Ｙは、Ｙ＝２８ｍ＋（ｎ－１）と表現することができる（
ただし、ｍ＝０～１５、ｎ＝１～２８）。
【００２６】
図１（ｅ）には、インタリーブのバースト長が３２のときのインタリーブの処理の様子が
示されている。インタリーブのバースト長が３２であるときには、インタリーブに要する
バースト信号の数は３２となり、無線ブロックの数は８となる。各無線ブロックにおける
データ信号のデータ列をＹ（０～４４７）とすると、インタリーブ後のｎ番目のバースト
信号に割り当てられるデータ列Ｙは、Ｙ＝３２ｍ＋（ｎ－１）と表現することができる（
ただし、ｍ＝０～１３、ｎ＝１～３２）。
【００２７】
ところで、インタリーブ後のバースト信号の全てに、インタリーブ前のバースト信号のデ
ータを少なくとも１つ割り当てると、インタリーブのバースト長の最大値は１１２となる
。また、インタリーブのバースト長を５６、６４、１１２とすることもできるが、この場
合、送信側および受信側に多くの通信バッファ容量を必要とするので、本実施形態のイン
タリーブ方法では、バースト長は実用的な範囲である４～３２を用いている。ただし、イ
ンタリーブに要するバースト信号の数が多くなればなるほど、送信側および受信側に多く
の通信バッファ容量を必要とするため、インタリーブのバースト長の最大値は、送信側お
よび受信側に搭載されている通信バッファ容量によって制限される。また、インタリーブ
に要するバースト信号の数が多くなればなるほど、送信側と受信側との間の伝送遅延時間
も長くなるため、インタリーブのバースト長の最大値は、許容される伝送遅延時間によっ
ても制限される。
【００２８】
本実施形態のインタリーブ方法では、送受信のバースト誤りの減少の効果に応じてインタ
リーブのバースト長を変更することができる。一般的に、インタリーブのバースト長が長
くなればなるほど、バースト誤りの発生率は低減する。したがって、本実施形態のインタ
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リーブ方法では、バースト誤りが頻繁に発生する場合には、送信側は、インタリーブのバ
ースト長を大きくし、バースト誤りがほとんど発生しないようなときには、インタリーブ
のバースト長を小さくする。また、本実施形態のインタリーブ方法では、通信データの種
類や電波伝播特性などに応じてインタリーブのバースト長を変更することもできる。
【００２９】
上述したように、本実施形態のインタリーブ方法では、送信側が、上述した通信状況に応
じて、送信側がインタリーブのバースト長を変更する。そのため、受信側では、インタリ
ーブされたデータ信号をデインタリーブする必要があるため、送信側でのインタリーブの
バースト長を、何らかの方法で知る必要がある。
【００３０】
そこで、本実施形態のインタリーブ方法では、送信側でのインタリーブのバースト長を受
信側に通知するために、２つの方法が用いられる。第１の方法では、送信側がデータを送
信する前に、受信側に送信する制御情報の中に、送信側でのインタリーブのバースト長を
示す情報を含めて送信する。第２の方法では、前述のデータの無線ブロックのフラグ信号
内にインタリーブのバースト長を格納してデータとともにインタリーブのバースト長を送
信する。これらの方法を用いることによって、受信側では、実際に送信側が用いたインタ
リーブのバースト長に基づいて、デインタリーブを行なうことができる。
【００３１】
図２は、本実施形態のインタリーブ方法によってインタリーブされたデータの一例を示す
図である。ある特定の４の倍数を４ａ（ａは２以上の自然数）とし、バースト長を４ａと
してインタリーブされたデータをインタリーブＡとする。また、４ａとは異なる、ある特
定の４の倍数を４ｂとし、バースト長を４ｂとしてインタリーブされたデータをインタリ
ーブＢとする。また、４ａと４ｂとは異なるある特定の４の倍数であって最大値である値
を４ｍとし、バースト長を４ｍとしてインタリーブされたデータをインタリーブＭとする
。任意の４の倍数を４ｘとすると、ｘは、１、ａ、ｂ、ｍの中から選んだ数の和として表
すことができ、ｘ＝１＋ａ＋ｂ＋ｍが成り立つとすると、インタリーブＸは、図２のよう
に表すことができる。すなわち、本実施形態のインタリーブ方法では、送信側は、送信す
る無線ブロックのバースト信号の総数ｘが、無線ブロック中のバースト信号の数の倍数で
あって無線ブロックが有するデータ信号の総ビット数の約数である値１、…ａ、…ｂ、…
ｍのいずれかでない場合には、１、…ａ、…ｂ、…ｍの中の幾つかの値の和（図２では、
１＋ａ＋ｂ＋ｍ）が、バースト信号の総数ｘと等しくなるように、幾つかの値（１、ａ、
ｂ、ｍ）を選抜し、幾つかの値を（１、ａ、ｂ、ｍ）を全て、バースト長として受信側に
送信する無線ブロックの各部のインタリーブを行なう。本実施形態のインタリーブ方法で
は、上述のように、幾つかのバースト長を組み合せて、任意の数の無線ブロックについて
インタリーブを実行することができる。
【００３２】
なお、本実施形態のインタリーブ方法では、バースト誤りからランダム誤りへの変換をさ
らに強化するため、インタリーブを行なった後にさらにインタリーブによるデータの並び
替えを行ない、２次元的なインタリーブを行なってもよい。
【００３３】
（第２の実施形態）
次に、本発明の第２の実施形態のインタリーブ方法について図面を参照して詳細に説明す
る。本実施形態のインタリーブ方法では、第１の実施形態のインタリーブ方法に基づいて
インタリーブを行なうが、インタリーブを行なう無線ブロックのデータ信号の総ビット数
が４４８＋４ｎビット（ｎは自然数）であるとする。
【００３４】
無線ブロックは、パケットデータブロックをチャネルコーディング処理することによって
形成される。図３は、チャネルコーディングを行なう送信側処理部の構成を示すブロック
図である。この処理部は、インタリーブ処理部１０５の代わりにインタリーブ処理部１０
５’を備えている点と、パンクチャド符号化部１０３と、インタリーブ処理部１０５’と
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の間に、パンクチャド符号化部１０４を備える点とが図４の送信側処理部の構成と異なっ
ている。
【００３５】
インタリーブ処理部１０５’は、第１の実施形態のインタリーブ方法に示すインタリーブ
を行なう。
【００３６】
パンクチャド符号化部１０４は、４ｎビット分のデータを周期的に消去するパンクチャド
符号の処理を行なって、無線ブロックのデータ信号のうち、インタリーブを行なうデータ
信号のビット数が４４８ビットとなるように、データ信号のビット数の調整を行なう。パ
ンクチャド符号化部１０４で調整された４ｎビット分のデータ信号は、無線ブロックのフ
ラグ信号として割り当てられ、インタリーブのバースト長を示す情報が格納される。イン
タリーブ部処理部１０５’は、調整された４４８ビットのデータ信号のインタリーブを行
なう。
【００３７】
ＧＳＭ方式携帯電話のパケット通信方式であるＧＰＲＳでは、無線ブロックのデータ信号
は、４５６ビットであり、チャネルコーディングのタイプ２とタイプ３とでは、上述のよ
うなパンクチャド符号化が用いられる。パンクチャド符号化部１０４では、８ビット分の
データを周期的に消去するパンクチャド符号の処理を行なって、無線ブロックのデータ信
号のうち、インタリーブを行なうデータ信号のビット数が４４８ビットとなるように、デ
ータ信号のビット数の調整を行なう。インタリーブに直接関係しなくなった８ビット分の
データはフラグ信号として割り当てられ、インタリーブのバースト長を示す情報が格納さ
れる。
【００３８】
【発明の効果】
以上述べたように、本発明のインタリーブ方法では、移動体通信のパケット通信において
、無線ブロックのバースト信号の数の倍数であって、無線ブロックが有するデータ信号の
総ビット数の約数である値の中からバースト誤りの発生頻度、通信バッファ容量、送信と
受信との間で許容される伝送遅延時間、通信データの種類、電波伝播特性等の状況に応じ
た値をバースト長とすることによって、バースト信号の連続性が保証されていない移動体
通信のパケット通信においても、前述の所定の状況に応じて、バースト信号方向のインタ
リーブの長さを動的かつ適応的に可変することができるため、バースト誤りを低減化する
ことができる。
【００３９】
また、本発明のインタリーブ方法では、無線ブロックのバースト信号の数の倍数であって
、無線ブロックが有するデータ信号の総ビット数の約数である値の中から幾つかの値をバ
ースト長として選択し、その幾つかのバースト長を組み合せてインタリーブを行なうこと
ができるため、任意の数の無線ブロックについてインタリーブを実行することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態のインタリーブ方法を示すブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態のインタリーブ方法によってインタリーブされたデータ
の一例を示す図である。
【図３】本発明の第２の実施形態のインタリーブ方法におけるチャネルコーディング処理
を行なう送信側処理部の構成を示すブロック図である。
【図４】ＧＳＭ方式携帯電話における無線ブロックのデータ構成を示すブロック図である
。
【図５】従来のチャネルコーディング処理を行なう送信側処理部の構成を示すブロック図
である。
【図６】バースト長を４とした場合のインタリーブの方法を示す図である。
【符号の説明】
１０１、１０２　　誤り訂正符号化部
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１０３、１０４　　パンクチャド符号化部
１０５、１０５’　　インタリーブ部

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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